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1.はじめに 

 フェイクニュースが世界的な問題となってお

り、国内では Google と Yahoo!の支援を受けて日

本ファクトチェックセンター（JFC）が立ち上が

るなど対策が進んでいるが、ファクトチェック

は注目されているが、フェイクニュースそのも

のを抑止する取り組みではない。フェイクニュ

ースを生み出す構造に「こたつ」記事がある[1]。

ニュースに偽・誤情報が入り交じることで、フ

ェイクニュースが人々の日常的な情報接触に拡

大するとともに、ニュースの信頼性も低下して

しまう。「こたつ」記事を見分けることが可能

になれば、人々のフェイクニュースへの接触を

低減させることができる。ポータルサイトや検

索サイトが「こたつ」記事の表示を減らせば、

フェイクニュース拡散抑止にもつながる。しか

しながら「こたつ」記事は定義が曖昧なため、

見分けることが難しいという課題がある。そこ

で本研究では「こたつ」記事の定義を試みる。 

 

2.「こたつ」記事とは何か 

まず「こたつ」記事の歴史を確認する。発端

はライターの本田雅一による 2010 年のツイート

とされている。図 1にあるように、ブログや海外

記事、掲示板、他人が書いた記事などをもとに

した総合評論であると述べている[2]。 

 
図 1.「こたつ」記事の発端となったツイート 

 

デジタル大辞林は「独自の調査や取材を行わ

ず、テレビ番組や SNS 上の情報などのみで構成さ

れる」としている。Yahoo!ニュース編集者だっ

た三日月儀雄は「取材をしないでネットの書き

込みやテレビ番組などの放送内容だけを頼りに

記事を書く」[3]としている。 

新聞や雑誌記事を横断的に検索できる Gサーチ

で全国紙と地方紙を対象に「こたつ記事」「コ

タツ記事」を検索したところ、2019年0件、2020

年 3 件、2021 年 3 件、2022 年 18 件あった。 

高知新聞は「芸能人やスポーツ選手など著名

人のテレビでの発言や会員制交流サイト（SNS）

への書き込みなどを基に、ネット上に書く記事

の類い」「こたつに入ったまま手軽に書ける内

容の薄い記事」「取材や調査をしない」[4]、東

奥日報は「テレビや SNS の情報で書く」「直接取

材も無しにお手軽に書くことができる」[5]と説

明している。朝日新聞は「ツイッターなどでの

著名人の発言に批評や検証を加えず、そのまま

紹介する」「手間をかけず、こたつに座ったま

ま書けるといった意味」[6]とし、著名人のソー

シャルメディアでの発言を検証なしに記事化し、

間違いを拡散した新聞社が謝罪・訂正に追い込

まれていると指摘している。 

「こたつ」記事は、当初ネットに公開された

記事などを基に「評論」することを意味してい

たが、取材をしないこと、検証をしないこと、

の意味に変化していったといえる。 

 

3.「こたつ」記事を見分けるのは困難 

2020 年以降の新聞記事から「こたつ記事」の

特徴をひとまず以下の 3 点とした。 

 

ü 取材や検証をしていない  

ü 芸能人などの有名人の情報が対象になる 

ü テレビやネットの情報を基にしている 

 

この特徴を、Yahoo!ニュースのトピックス

（国内、国際、経済、エンタメ、スポーツ、IT、

科学、地域）に、2022年 9月24日から 9月 30日

に掲載された 621件の記事に適用し、見分けるこ

とができるか調査を行った。実施手法は大学生 6

人が 2人一組となり記事に対して適用したところ、

2 人の判断が一致したものは 476 件、うち「こた

つ」記事は 76件だった。2人の判断が異なったも

のが 143 件あり、先程掲げた 3つの特徴では見分
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けることが困難であることが明らかになった[7]。 

困難さは、現場で取材した記事なのか、テレ

ビやネットの情報を参考にしたのかの判断、情

報源の不透明さの 2点にあった。要因を学生の意

見や質問から具体的に確認する。 

例えば、メジャーリーグを扱ったスポーツ記

事では「ファン総立ち」「大熱狂に包まれた」

と現地で取材して記者が取材を見たような記述

があるものの、記事に添えられているのは通信

社が配信した写真やスポーツ専門チャンネルの

動画であり、学生から「現地で取材しているか

疑わしい」との意見が出た。 

 企業の新商品や新サービス発表の記事では、

「企業サイトやツイートを見て書いた可能性が

あるが、それが記載されていない」という質問

があった。企業の広報担当者がメディアに連絡

することで記事化されることはあるが、学生か

らは情報源を隠しているように見えた。「ネッ

ト上で〜」「ツイッター上で〜」「メディアで

〜」のように情報源を明示していない不透明な

記事も多くあるとの意見が出た。 

スポーツの動画中継や企業サイトの情報発信

が増加し、ネットの情報を見ながら、まるで現

場にいるような記事を書くメディアが登場して

いる。その一方で、既存メディアは多くの場合

「取材した」ことを明記しないため、学生から

は「記者が現場取材に行っているのであれば、

それを分かるように記事に記載すべきだ」とい

う意見があった。 

 

4.「こたつ」記事の定義と分類 

歴史と調査を踏まえると、現場取材を装う記

事の出現や情報源の不透明さという問題が生じ

ており、偽・誤情報や世論工作がニュースに入

り込む脆弱性が拡大していることが分かった。

フェイクニュース対策のためには、この問題を

解決する必要がある。そこで「こたつ」記事の

定義を以下の 2点とする。 

 

l 取材・検証を行っていない 

l 情報源が明示されていない 

 

取材・検証を行っているかどうかは読者から

判断できないため、取材・検証していることが

明記されており読者が判断できることとする。

テレビやネットの情報をそのまま紹介する場合

でも、情報源が明記されている場合は「コピペ」

記事とし、「こたつ」記事には含まないものと

する。「コピペ」では、読者が情報源を確認で

きるよう日付や時間、アカウント名などが具体

的に記載されている必要がある。 

「こたつ」記事は次の 3 種類に分類する。情報

源が明記されているように見えるが実態がない

記事を「捏造」、取材したかのように見せかけ

る記事を「偽装」とする。取材・検証も情報源

も確認できない記事を「無根拠」とする。「無

根拠」には「ネット上で〜」などの記載で情報

源が確認できない記事も含まれる。 

 
図 2.「こたつ」記事の分類 

 

5.おわりに 

本研究では、フェイクニュース対策のために

「こたつ」記事の定義と分類を試みた。定義と

分類は引き続き議論されることが望ましい、そ

の際に重要な視点は、メディア業界や発信側の

都合ではなく、読者側が判断できることである。

定義と分類により「こたつ」記事を読者が見分

けるアプリケーションやワークショップを開発

することが可能となった。ポータルサイトや検

索サイトは「こたつ」記事を除外するというフ

ェイクニュース抑止の取り組みが求められる。 
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